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勝山南部中学校だより 
第９号  Ｒ5.12.1文責：田邊 千智 

 あれよあれよという間に師走です。師は先生だとか僧侶だとか諸説あるようですが、とにかく誰も彼もが走

り回るように気ぜわしい季節であるという事には間違いありません。どうして忙しいのかよくわからないの

ですが、何かに急かされるような、そんな気持ちになる１２月です。 

でも、ここはちょっと一息ついて、今年はどうだったか？を振り返る心のゆとりをもちたいものです。そし

て、来る新しい年に向けて夢と希望を掲げましょう。 

〈１２月の行事予定〉 
１（金）期末考査 2 日目 

４（月）⑥生徒集会（クリスマス集会） 

    書写指導員来校 

５（火）県学力調査（ＳＡＳＡ） 

    ②③１－１調理実習 

    栄養教諭来校 SC12:00～ 

 ６（水）県学力調査（ＳＡＳＡ） 

 ７（木）①居住地交流会（アカシヤ） 

⑥授業名人公開授業 1‐２（西野教諭） 

８（金）書写指導員来校 

    ⑥スマホ・ケータイ安全教室 

９（日）県冬季中学生卓球大会 

１１（月）職員会議 生徒理解研修 

１２（火）生徒朝礼 SC12:00～ 

     ②③１－２調理実習 

１４（木）放課後学習会（課題提出関係） 

１７（日）保護者会・学校公開日 

     朝清掃 SC9:30～ 

１８（月）振替 

１９（火）月曜校時  SC12:00～ 

２１（木）①②③確認テスト ⑥大掃除 

     放課後ワックスがけ  

２２（金）①②確認テスト ③終業式 ④CT 

２３（土）冬季休業   ～1 月７日まで 

２９（金）学校閉庁    ～１月３日まで 

※１月９日（火）３学期始業式 

 
 

 
★青少年読書感想文全国コンクール福井県審査 
     佳作 石黒 遥花 和田ゆきの 林 美結 
★英 語 検 定 合 格 
         準２級  鳥山 結楠  林  美結 

    ３級 平林 美結 石川 陽葵 森井 健太 
★税についての作文 
 奥越税務推進団体連絡協議会長賞   河奥 正拳 
 
 

 

輝け The 南中～表彰の記録（敬称略）～ 

【保護者の皆さまへ】２学期、そして令和５年が終わろうとしています。満場一致で大満足とはいかなか

ったかもしれませんが、大きな事故もなく全員が今年を終えることができる、そのことは私たちにとって

大きな喜びです。保護者の皆さま、地域の皆さまのご理解ご協力あってのことと深く感謝申し上げます。 

 また、保護者の皆様には学校評価へのご協力もいただきました。重ねて感謝申し上げます。ご意見ひと

つひとつ真摯に向き合って参りますが、結果が十分でなかったり、見えてこなかったり、歯がゆく感じら

れることもあろうかと思います。そんなときはどうか学校にお問い合わせください。教えてほしい、どう

なっているんだろう、小さなことでも構いません。学校に足を運び、学校とお話をしてください。校長室

でお待ちしております。もちろん、よい報告、こんな協力できますよ、なんてお話があったら、もっとう

れしいです。どうかよろしくお願いいたします。 

すこやかフェスタ 

＆ 

産業フェア 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          
生徒たちの日々の活動の様子は「勝山南部中学校ブログ」で検索して、是非ごらんください。 

学校だよりでは紹介しきれない写真や行事、取組を紹介しています。こちらの QR コードでブログにとぶことができます。 

なお、ウェブページには学校からの情報・配布物などがアップされていますので、併せてご覧ください。 

【校長室のひとりごと】「自由な教育が、将来の不自由さを生む。」というのは、かの有名な齋藤孝さんの講演会で聴

いたお話です。『「やりたくないことはしなくていい」とか「興味のあることだけすればいい」とか「子どもの言うこ

とは全て受け入れる」などの枠がない教育方針は、一見自由で子どもの自主性を大切にしているような感じを受け

るけれど、これが行き過ぎると、成長の過程で出会う困難に「立ち向かう」とか「何か違う方法を考える」とか、あ

るいは「我慢する」「耐える」などの対応ができず、くじけてしまう。その結果選べる進路や職業が限られてしまっ

たり、望んだ生き方ができなかったりするという不自由さを負う。』と熱く語っておられました。なるほど、と思い

ました。併せて「適切なストレスをかけ続けること」が大事なことだとも。重力というストレスがない宇宙では骨や

筋肉が弱ってしまうとか、テストというストレスがないと勉強しないとか、そういうことでしょうか。ただ、ここで

大事なのは「適切なストレス」という部分。やみくもに頑張ればいいということではなさそうです。とても難しい。

「ほどほどに」とか「それなりに」とかいう言葉に置き換えてもいいのもしれません。「我慢」や「努力」を妄信す

るつもりはありませんが、ちょっとの「我慢」や「努力」の向こうに選べる「自由」が大きく広がっていることもま

た事実。日々の小さなストレスに耐え、なんとかしのぎ、何かが自分の力になったらいいなぁと思うのです。ストレ

スを感じたら「お、成長してるぞ。しめしめ。」くらいのポジティブさで人生を渡っていきたいものです。はい、幾

つ（年齢）になってもです。 

いろいろ頑張ってます南中生 

PTA文化スポーツ委員会主催講演会 

けん玉名人の演技を夢中で見ている南中生 

PTA２学年親子行事 

夜の学校で謎解きゲーム 

雅楽 

書写指導員による指導 

調理実習 

資源回収 


